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関
西
大
学
図
書
館
は
長
年
に
わ
た
っ
て
大
阪
関
係
資
料
の
発
掘
・
収
集
に
努
め
て
き
た
。
本
目
録
は
、
大
阪
を
中
心
と
す

る
宝
暦
か
ら
昭
和
に
至
る
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
等
の
芝
居
番
付
約
六
、
五

O
O点
を
整
備
し
て
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

種
類
は
、
役
割
番
付
、
絵
尽
し
、
顔
見
世
番
付
な
ど
で
あ
る
。
関
係
の
芝
居
番
付
資
料
の
収
集
活
動
は
、
な
お
今
後
も
継
続

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
そ
の
成
果
の
一
端
と
し
て
、
所
蔵
資
料
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
上
梓
を
見
る
運
び
に

な
っ
た
。

本
目
録
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
時
代
と
と
も
に
変
遷
す
る
外
題
の
付
け
方
や
読
み
方
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
上
演

場
所
、
上
演
年
月
を
確
認
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
。
ま
た
、
外
題
の
五
十
音
索
引
に
加
え
て
、
外
題
の
頭
字
総
画
数
順

の
索
引
を
付
す
な
ど
、

利
用
上
便
な
ら
し
め
る
工
夫
を
試
み
て
い
る
。
同
時
に
、
収
載
し
た
全
点
の
資
料
に
つ
い
て
マ
イ
ク

ロ
・
フ
ィ
ル
ム
化
を
完
了
し
て
い
る
の
で
、
利
用
者
各
位
の
有
意
義
な
活
用
を
庶
幾
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
目
録
の
作
成
に
は
、
本
学
非
常
勤
講
師
で
あ
り
、
大
阪
成
践
女
子
短
期
大
学
助
教
授
の
中
村
隆
嗣
氏
の
努
力
に

よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
五
年
三
月

関
西
大
学
図
書
館
長

浦

西

和

彦
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凡

例

本
目
録
は
、
平
成
五
年
一
月
末
現
在
、
関
西
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
芝

居
番
付
の
目
録
で
あ
る
。

『関
西
大
学
所
蔵
大
阪
関
係
資
料
目
録
』
(
昭
和

十
五
年
十
月

一
日
発
行
)
所
収
の
「
大
阪
芝
居
番
付
目
録
」
に
収
載
の

番
付
を
再
録
し
た
。

本
文
編
は
、
歌
舞
伎
番
付
、
浄
瑠
璃
番
付
、

そ
の
他
演
劇
(
新
派
・
新
国

劇
・
喜
劇
な
ど
)
番
付
、
見
立
番
付
、

口
上
書

・
口
演

・
直
段
附
な
ど
、

雑
の
六
部
か
ら
な
る
。

配
列
は
歌
舞
伎
番
付
、
浄
瑠
璃
番
付
、
そ
の
他
演
劇
番
付
に

つ
い
て
の
み

劇
場
ご
と
に
上
演
年
月
日
順
に
配
列
し
た
。

① 

劇
場
の
配
列
は
大
阪
地
方
か
ら
、
京
都
地
方
、
江
戸
・
東
京
、
名
古

屋
地
方
の
順
に
し
、
以
下
ほ
ぽ
北
か
ら
南
へ
、
最
後
に
国
外
と
い
う

配
列
に
し
た
。
目
次
に
そ
れ
を
示
し
た
。

② 

劇
場
名
は
、
番
付
記
載
の
名
称
及
び
他
の
資
料

・
目
録
類
に
よ
り

適
宜
略
記
し
た
。

四

上
演
年
月
日
、
外
題
、
座
本
等
、
及
び
板
元
が
全
一
て
一
致
す
る
も
の
は

同
一
の
番
付
と
し
た
。

五

記
載
事
項
は
、
歌
舞
伎
番
付
、
浄
瑠
現
番
付
、

そ
の
他
演
劇
番
付
に
つ
い

て
、
上
段
か
ら
上
演
年
月
日
、
外
題
、
座
本
等
、
番
付
の
種
類
、
資
料
番

号
の
順
で
あ
る
。
見
立
番
付
以
下
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
従
い
適

+ ノ、七}¥ 九

宜
記
載
し
た
。

「
上
演
年
月
日
」
の
項
に
つ

い
て

① 

上
演
年
月
日
は
、
番
付
の
記
載
に
よ
り
簡
略
化
し
て
洋
数
字
で
記
し

た
。
記
載
の
な
い
も
の
や
不
明
の
も
の
は
考
証
し
て

)
を
付

し
て
そ
の
年
月
日
の
位
置
に
記
し
た
。
顔
見
世
番
付
は
例
外
で
あ
る
。

③②  

改
元
の
年
は
新
年
号
と
し
た
。

年
月
日
の
判
明
す
る
も
の
は
そ
の
年
月
日
の
順
序
、
年
月
が
判
明
す

る
も
の
は
そ
の
月
の
終
わ
り
に
、
年
の
判
明
す
る
も
の
は
そ
の
年
の

終
わ
り
に
並
べ
た
。

「
外
題
」
の
項
に
つ
い
て

① 

番
付
記
載
の
外
題
に
限
ら
ず
、
道
行

・
景
事
な
ど
の
題
名
も
外
題
と
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し
て
扱
っ
た
。

④③②  

単
な
る
「
所
作
事
」
「
三
社
」
な
ど
も
外
題
扱
い
と
し
た
。

角
書
等
は
省
略
し
た
。

記
載
の
な
い
も
の
や
不
明
の
も
の
は
考
証
し
て
、
〔

〕を
付
し
て

記
し
た
。

⑤ 

顔
見
世
番
付
は
、
外
題
の
記
載
が
な
い
場
合
、
板
面
に
記
載
さ
れ
て

い
る
事
柄
を
外
題
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
記
し
た
。

「
番
付
の
種
類
」
の
項
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

番
|
役
割
番
付

絵

絵

尽

し

ー
絵
尽
し

絵
(
番
)

の
最
終
丁
の
み
の
零
葉

顔

顔

見

世

番

付

辻

|

上

記

以
外
の
辻
番
付
・
追
番
付
等

「
座
本
等
」
の
項
に
つ
い
て



十十

① 

座
本
の
記
載
の
み
あ
る
場
合
は
そ
の
名
前
を
記
し
た
。
そ
れ
以
外
の

場
合
は
番
付
記
載
の
通
り
を
記
し
た
。

② 

不
明
の
も
の
は
考
証
し
て
、
〔

〕
を
付
し
て
記
し
た
。

「
資
料
番
号
」
の
項
に
つ
い
て

① 

絵
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
を
除
き
、
所
収
番
付
は
一
点
ご
と
に

二
段
文
は
三
段
表
記
で
資
料
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

② 

複
数
の
資
料
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
番
付
は
、
同
一
の
番
付
と
み
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

③ 

巻
末
の
索
引
の
後
に
芝
居
番
付
所
在
一
覧
を
付
し
た
。

漢
字
表
記
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
と
し
た
。
合
成
字
は
作
{
子
を
し
た
。

十

巻
末
に
外
題
索
引
を
付
し
た
。

本
目
録
の
外
題
に
は
、
人
権
に
関
わ
る
用
語
が
認
め
ら
れ
る
。
目
録
と
い

う
本
書
の
性
格
か
ら
、
心
の
痛
む
ま
ま
掲
載
し
た
が
、
人
権
問
題
の
正
し

い
理
解
の
上
に
立
ち
、
本
目
録
の
ご
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

本
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
資
料
を
参
照
し
、
多
大
の
恩
恵

を
蒙
っ
た
。
こ
こ
に
そ
の
一
々
を
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
先
人
の
学

恩
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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